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日
本
酒
の
普
及
支
援

書
道
部
が
ラ
ベ
ル
の
題
字
を
担
当

大
妻
女
子
大
学

上
品
な
外
箱
と
瓶
の
ラ
ベ
ル
に
金

色
で
印
刷
さ
れ
た「
心
」の
文
字

堂
々
と
し
た
題
字
に
仕
上
げ

る
こ
と
を
意
識
し
た

初
め
て
の
映
像
制
作
に
取
り
組
ん

だ
放
送
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
み
な
さ
ん

実
習
で
得
た
成
果
を
ま
と
め

て
調
査
結
果
と
し
て
報
告

芝
生
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど

の
積
雪
の
中
、
力
を
尽
く
し
た

作
者
自
身
の
存
在
へ
の
問
い
を

映
像
で
表
現
し
た「S

urvive

」

食
肉
加
工
施
設
で
イ
ノ
シ
シ

の
解
体
処
理
作
業
を
見
学

佐
藤
竹
善
氏
に
よ
る
特
別
講
義

に
多
く
の
学
生
が
駆
け
つ
け
た

全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

2
年
連
続
で
準
優
勝
の
快
挙

静
岡
産
業
大
学

学
生
の
映
像
作
品
2
点
、

「
T
V
F
2
0
2
2
ア
ワ
ー
ド
」受
賞

専
修
大
学

国
際
的
ア
ワ
ー
ド「IS

C
A

」で

「
松
本
俊
夫
賞
」を
射
止
め
る

文
教
大
学

ポ
ッ
プ
ス
コ
ー
ス
が
主
催
、

佐
藤
竹
善
氏
の
特
別
講
義

尚
美
学
園
大
学
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動画で知ろう女子栄養大学

エイダイmovie 2021
～学科説明動画公開中～

平 日 ウィークデイ・オーキャン
土曜日サタデー・オーキャン
見学・個別相談実施中　＊完全予約制

 令和4年3月26日（土）
「さくらのお菓子 桜餅をつくろう!!」
  ほかにもキャンパスツアー、個別相談を実施！

～WELCOME COLLEGE～
10：00～12：00　＠短期大学部 駒込キャンパス

ご予約は
こちらから！

平 日 オーキャン

見学・個別相談実施中　＊完全予約制見学・個別相談実施中　＊完全予約制

環境科学科が野生動物等をテーマに実習
麻布大学

　
大
妻
女
子
大
学
（
東
京
都
千
代

田
区
）
の
書
道
部
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
のS

A
K
E

とW
IN
E

を
愛
す
る
女
性
の
会
（
本
部
・
同

区
）
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
老
舗

の
酒
蔵
で
あ
る
株
式
会
社
豊
島

屋
本
店
（
本
社
・
同
区
）
が
新
た

に
発
表
す
る
日
本
酒
の
ラ
ベ
ル
の

題
字
を
担
当
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、「〝
和
の
暮

ら
し
〞
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

手
が
け
、
日
本
酒
の
普
及
を
応
援

し
て
い
る
家
政
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
宮
田
安
彦
教
授
を
通

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。
今
回
、

題
字
が
使
用
さ
れ
た
日
本
酒
は

「T
O
K
Y
O
P
R
E
M
IU
M

SPA
R
K
LIN
G
SA
K
E

心

-Shin-

（
シ
ン
）」と
い
う
米
・
水
・

麹
・
酵
母
の
す
べ
て
を
東
京
産
で

揃
え
た
高
級
乾
杯
酒
で
、
5
0
0

本
限
定
の
希
少
品
だ
。

　「
シ
ャ
ン
パ
ン
の
よ
う
に
華
や

か
な
雰
囲
気
を
持
ち
つ
つ
も
、
日

本
ら
し
い
上
品
さ
を
持
っ
た
酒
に

相
応
し
い
字
、
そ
し
て
外
国
の
方

に
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
誰
が
見
て
も
分
か
る
題
字
に
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
依
頼
に
基
づ

き
、
各
部
員
が
題
字
を
制
作
。
華

や
か
で
、
芯
が
あ
る
雰
囲
気
を
持

た
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
ラ
ベ
ル
の
題
字
に
は
、
副
部
長

の
文
学
部
英
語
英
文
学
科
3
年

次
・
清
水
結
衣
さ
ん
の
字
が
選
ば

れ
た
。
さ
ら
に
、
今
回
候
補
と
し

て
提
示
し
た
す
べ
て
の
題
字
を
掲

載
し
た
カ
ー
ド
も
作
成
し
、
同
封

し
て
い
る
。

　
書
道
部
の
部
長
を
務
め
る
家
政

学
部
被
服
学
科
3
年
次
・
芳
野
沙

妃
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
書
い
た

字
が
世
の
中
に
出
て
い
く
こ
と
を

実
感
し
、
と
て
も
嬉
し
く
誇
ら
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
制
作
を
通
し
て
、
書
道
部
と
し

て
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
、
語
っ
た
。

　
書
道
部
は
平
成
29
年
に
創
部
。

文
化
祭
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
メ
イ
ン
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
商
品
の
題
字
を

担
当
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
だ

っ
た
と
い
う
。
今
後
の
活
躍
に
も

期
待
が
高
ま
る
。

　
静
岡
産
業
大
学
（
静
岡
県
藤
枝

市
）
の
サ
ッ
カ
ー
部
女
子
が
、「
第

30
回
全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
準
優
勝

を
飾
っ
た
。
2
年
連
続
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
進
出
で
、
実
力
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
今
大
会
を
最
後

に
退
任
す
る
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代

表
の
本
田
美
登
里
監
督
の
も
と
、

2
年
間
積
み
上
げ
て
き
た
「
止
め

る
・
蹴
る
」
を
徹
底
し
た
確
固
た

　
専
修
大
学
（
東
京
都
千
代
田

区
）
の
学
生
が
制
作
し
た
映
像
2

作
品
が
1
月
24
日
、「
東
京
ビ
デ

オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
2

（
T
V
F
）」
で
入
賞
し
た
。

　
入
賞
し
た
学
生
は
、
松
原
文
枝

特
任
教
授
の
放
送
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

所
属
で
、
社
会
課
題
の
映
像
化
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
今
回
初
め
て
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
。
10
人
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
生
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
出
来

事
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
、
取

材
・
編
集
。
完
成
し
た
4
作
品
を

T
V
F
に
応
募
し
た
。

T
V
F
は
、
特
定
非
利
活
動
法

人
市
民
が
つ
く
る
T
V
F
（
本

部
東
京
・
八
王
子
市
）
が
主
催
し

て
お
り
、
13
回
目
の
今
回
は
国
内

外
か
ら
1
1
0
本
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
ほ
か
の
36

作
品
と
共
に
入
賞
作
品
と
し
て

「
T
V
F
2
0
2
2
ア
ワ
ー
ド
」

に
決
定
し
た
。

　
受
賞
作
品
の
一
つ
で
、
川
崎
市

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
を
取
り

上
げ
た
「
と
も
に
。」
は
、
文
学

部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
3
年

次
・
佐
藤
萌
花
さ
ん
と
林
田
侑
未

さ
ん
の
力
作
だ
。「
多
く
の
人
に

映
像
を
見
て
も
ら
い
、
一
人
ひ
と

り
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
差
別
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
奮
闘

す
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
し
て
、
差
別
の
実
態
を
知
る
重

要
性
を
訴
え
た
。

　
事
前
準
備
と
し
て
、
当
事
者
に

活
動
の
概
要
等
を
尋
ね
た
上
で
、

質
問
事
項
や
構
成
を
考
え
る
と
い

う
入
念
な
準
備
の
も
と
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
。
林
田
さ
ん
は

「
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
悩
み
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
な
が
ら
「
ヘ

イ
ト
を
な
く
す
た
め
に
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
は
、
立
場
は
違
っ
て

も
同
じ
思
い
で
戦
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
見
た
多

く
の
人
た
ち
に
、
そ
の
思
い
を
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
作
品
に
込

め
た
熱
意
を
明
か
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
就
職
活

動
を
絡
め
た
受
賞
作
品
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
を
制
作
し
た
の

は
、
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
3
年
次
・
三
田
村
帆
夏
さ
ん
、

十
時
伶
緒
さ
ん
、
蜂
谷
来
未
さ
ん

の
3
人
だ
。
取
材
対
象
者
を
探
す

こ
と
に
難
航
し
な
が
ら
も
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
成
功
し
た
。

　
三
田
村
さ
ん
は
、「
映
像
が
途

切
れ
な
い
よ
う
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

以
外
の
『
絵
』
を
作
る
こ
と
に
苦

心
し
ま
し
た
」
と
、
初
め
て
の
作

品
制
作
の
様
子
を
振
り
返
り
つ
つ

「
当
事
者
の
声
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
多
様
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

画
一
的
に
な
り
が
ち
な
就
職
活
動

で
、
自
分
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に

表
す
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
へ
の
手
応
え
と
制
作
を
通
し
て

の
気
づ
き
を
語
っ
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
松
原
特
任
教

授
は
「
学
生
た
ち
の
問
題
意
識
が

高
く
、
議
論
す
る
中
で
課
題
を
見

つ
け
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
探

っ
て
い
ま
し
た
。
取
材
に
応
じ
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
中
で
も
、
あ

き
ら
め
ず
に
情
報
を
集
め
、
課
題

と
な
る
壁
を
こ
じ
開
け
て
作
品
を

仕
上
げ
た
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
」
と
、
意
欲
的
な
学
生
の
様
子

を
振
り
返
っ
た
。

　
受
賞
作
品
は
T
V
F
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
視
聴
可
能
だ
。

　麻布大学（相模原市）の生命・
環境科学部環境科学科は令和 3
年 12 月、島根県邑智郡美郷町
の「フィールドワークセンター」
において、注目の授業科目「生
物多様性フィールドワーク演
習」の実習を行った。
　フィールドワークセンター
は、麻布大が令和 3 年 4 月に
開設した施設で、実習の拠点と
なるのは今回が初めてだとい
う。環境科学科の学生 14 人が
参加し、12 月 17 日にはイノシ
シの解体処理作業を行うタイガ
ー株式会社（本社大阪・吹田市）
を見学。食肉解体処理施設で美
郷町独自の生体輸送システムに
よって搬入されたイノシシが食
肉になるまでの過程を学んだ。
　その後、美郷町野井地区にお

いて鳥獣害対策に力を入れてい
る農家を訪問し、イノシシやサ
ルから農地を守るための対策
（侵入防止柵）を視察した後に、
農地および周辺の植物調査を実
施。野生動物実習としてセンサ
ーカメラ（赤外線自動撮影装置）
の使用方法を学び、学生がフィ
ールドワークセンター周辺で野
生動物の痕跡を探してセンサー
カメラを設置した。
　翌 18 日は、美郷町乙原地区
にある鳥獣害対策実証圃場（乙
原サロン畑）を訪ね、捕獲に頼
らない鳥獣害対策の理解を深め
たほか、株式会社おおち山くじ
ら（本社島根・邑智郡美郷町）
でイノシシ肉の缶詰加工の過程
を学んだ。
　また、婦人会からイノシシの

皮を活用した革製品の制作過程
等を学んだ後に、野生動物の餌
場や潜み場所となっていた茂み
と放任果樹を伐採した林間学校
で、総合的な鳥獣害対策におけ
る環境管理について知識を得な
がら植物調査を実施し、前日の
植物調査結果と比較した。
　12 月 19 日には、フィールド
ワークセンターに設置したセン
サーカメラを回収し、フィール
ドワークセンター長で生命・環
境科学部の江口祐輔教授から野
生動物の行動と調査法について
詳しい説明を受けた。
　美郷町の住民が、鳥獣を活か
した地域づくりに取り組んでき
た約 20 年の歴史と、麻布大と

の取り組み（美郷バレー構想）
に関して、美郷町役場の山くじ
らブランド推進課の安田亮課長
による講義を受講。最後には学
生は二人一組となって実施した
植物調査の結果をまとめ、調査
で得た知見を発表した。
　環境科学科は、環境問題をと
らえ社会の需要に科学的なアプ
ローチで対応できる人材を養成
している。
　今回の実習を通して、学生た
ちは野生動物の性質を活かした
対策の実践について学ぶことが
できたようだ。
　麻布大は、今後もフィールド
ワークセンターを活用した教
育・研究に注力していく。

る
ス
タ
イ
ル
で
試
合
に
臨
ん
だ
。

今
大
会
で
は
東
海
予
選
で
2
位
の

た
め
、
本
大
会
に
お
い
て
シ
ー
ド

枠
か
ら
外
れ
、
1
回
戦
か
ら
厳
し

い
戦
い
が
予
想
さ
れ
た
も
の
の
、

2
回
戦
で
は
関
東
第
1
代
表
で
あ

り
昨
年
の
決
勝
戦
で
敗
れ
た
帝
京

平
成
大
学
（
東
京
都
豊
島
区
）
に

勝
利
。
さ
ら
に
、
準
決
勝
で
は
山

梨
学
院
大
学
（
山
梨
県
甲
府
市
）

と
の
接
戦
を
制
し
、
何
と
か
決
勝

ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。

　
決
勝
の
相
手
で
あ
る
早
稲
田
大

学
（
東
京
都
新
宿
区
）
は
、
7
回

目
の
優
勝
を
目
指
す
強
豪
校
で
、

試
合
当
日
の
1
月
6
日
は
積
雪
に

よ
る
想
定
外
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

も
重
な
っ
た
。
早
稲
田
大
の
攻
撃

に
耐
え
る
苦
し
い
展
開
と
な
り
、

前
半
を
0
対
0
で
凌
い
だ
も
の

の
、
後
半
7
分
、
相
手
の
先
制
点

が
そ
の
ま
ま
決
勝
ゴ
ー
ル
と
な
り

0
対
1
で
惜
敗
し
た
。

　
積
雪
の
中
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
熱

い
視
線
を
送
り
選
手
の
プ
レ
ー
を

見
守
っ
た
鷲
崎
早
雄
学
長
は
、

「
強
豪
校
に
僅
差
で
の
敗
北
は
、

選
手
に
と
っ
て
本
当
に
悔
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
終
了
の
ホ
イ

ッ
ス
ル
の
直
後
、
吠
え
る
よ
う
な

選
手
の
泣
き
声
を
耳
に
し
た
時
、

思
わ
ず
も
ら
い
泣
き
を
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、「
お
そ
ら
く

初
体
験
と
な
る
雪
が
積
も
っ
た
ピ

ッ
チ
で
の
試
合
で
、
雪
に
足
を
と

ら
れ
な
が
ら
も
必
死
に
プ
レ
ー
す

る
選
手
の
気
概
に
深
く
感
心
し
ま

し
た
。
悪
天
候
の
中
、
力
を
振
り

絞
っ
て
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
た

選
手
は
、
き
っ
と
大
き
く
成
長
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と
、
選
手

を
称
え
た
。

　
試
合
後
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
で
経

営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科
4
年
次
・

河
合
茉
奈
さ
ん
の
「
最
後
は
笑
顔

で
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
も
と
、

全
員
が
晴
れ
や
か
な
表
情
で
記
念

撮
影
に
臨
ん
だ
。
ピ
ッ
チ
内
外
で

活
躍
し
た
4
年
次
生
6
人
は
3
月

で
卒
業
を
迎
え
、
今
後
は
9
人
の

入
学
予
定
者
が
加
わ
る
予
定
だ
。

「
止
め
る
・
蹴
る
」
を
徹
底
し
な

が
ら
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
技
術

を
加
え
て
優
勝
を
目
指
す
。

　
尚
美
学
園
大
学
（
埼
玉
県
川

越
市
）
は
1
月
18
日
、
芸
術
情

報
学
部
音
楽
表
現
学
科
ポ
ッ
プ

ス
コ
ー
ス
（
ポ
ッ
プ
ス
専
攻
）

主
催
で
「
佐
藤
竹
善
先
生
特

別
講
義
」
を
開
催
し
た
。

　
講
義
で
は
、
佐
藤
氏
の
自
己

紹
介
と
共
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
の
経
歴
や
プ
ロ
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
志
し
た
き
っ

か
け
、
佐
藤
氏
が
フ
ロ
ン
ト
マ

ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
バ
ン

ド
「S

I
N
G
L
I
K
E

T
A
L
K
IN
G

」
の
結
成
後
、

ど
の
よ
う
な
音
楽
活
動
を
繰
り

広
げ
た
か
な
ど
、
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
て
い
ね
い
に
語
ら

れ
披
露
さ
れ
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
講
義
の
冒
頭
で

「
こ
の
よ
う
な
教
壇
に
立
つ
の

は
初
め
て
の
た
め
、
う
ま
く
伝

え
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
吸
収
し

た
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
伝
え
ら

れ
れ
ば
」
と
、
挨
拶
。
プ
ロ
と

し
て
活
動
す
る
た
め
に
努
力
し

た
点
に
つ
い
て
「
大
好
き
な
シ

ン
ガ
ー
と
そ
っ
く
り
に
歌
う
こ

と
」
を
挙
げ
、
学
生
時
代
は
一

日
5
時
間
以
上
歌
っ
て
い
た
こ

と
や
好
き
な
洋
楽
の
レ
コ
ー
ド

盤
が
擦
り
切
れ
る
ま
で
聞
き
、

数
回
買
い
直
し
た
こ
と
な
ど
、

音
楽
へ
の
情
熱
が
伝
わ
る
逸
話

が
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
う
し

た
過
程
で
声
の
出
し
方
や
ビ
ブ

ラ
ー
ト
、
息
を
吸
う
タ
イ
ミ
ン

グ
、
音
の
強
弱
の
つ
け
方
等
を

追
求
す
る
こ
と
が
個
性
の
確
立

に
つ
な
が
っ
た
と
明
か
し
た
。

　「
歌
が
う
ま
く
な
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
素
晴

ら
し
い
と
思
う
人
の
演
奏
を
楽

し
む
こ
と
を
挙
げ
、「
自
分
が

信
じ
た
音
楽
を
懸
命
に
練
習
す

る
こ
と
は
、
技
術
的
な
練
習
を

す
る
よ
り
も
何
倍
も
発
見
が
あ

り
、
上
達
し
ま
す
」
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
た
。
ま
た
、
現

代
で
は
動
画
サ
イ
ト
や
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て

新
し
い
音
楽
を
気
軽
に
聞
け
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
恩
恵
に
浴
し

て
多
様
な
音
楽
か
ら
自
身
の
音

楽
ス
タ
イ
ル
を
見
出
し
て
欲
し

い
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
「
歌
で
表
現
で
き
る

こ
と
や
そ
の
可
能
性
」
に
つ
い

て
、「
歌
は
一
つ
の
フ
レ
ー
ズ

に
対
し
て
メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ

ム
、
歌
う
人
の
声
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
通
し
て
伝
え
る
も

の
で
あ
り
、
学
生
の
み
な
さ
ん

の
世
代
に
お
け
る
新
し
い
表
現

方
法
が
必
ず
あ
り
ま
す
」
と
、

訴
え
た
。

　
最
後
は
、「SIN

G
L
IK
E

T
A
L
K
IN
G

」
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「Spirit

O
f
L
ove

」

を
ピ
ア
ノ
で
弾
き
語
っ
た
。
学

生
た
ち
は
、
佐
藤
氏
の
圧
倒
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
き
な

拍
手
を
送
り
、
講
義
は
盛
況
裡

に
終
わ
っ
た
。

　
文
教
大
学
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

の
学
生
は
1
月
21
日
、
グ
ラ
ン
フ

ロ
ン
ト
大
阪
（
大
阪
市
）
で
開
催

さ
れ
た
「IN

TERN
ATIO

N
AL 

ST
U
D
EN
T
S C
R
EA
T
IV
E 

AW
ARD

 2021

（ISC
A

）」
受

賞
作
品
発
表
会
に
お
い
て
、「
国

内
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
」
で

「
松
本
俊
夫
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
情
報
学
部
メ

デ
ィ
ア
表
現
学
科
4
年
次
で
デ
ン

マ
ー
ク
に
留
学
中
の
森
田
紀
さ
ん

の
映
像
作
品
「S

urvive

」。
竹

林
紀
雄
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
授
業
課
題

と
し
て
制
作
し
た
。

I
S
C
A
は
、
国
内
外
の
大
学

院
や
大
学
、
専
門
学
校
の
学
生
を

対
象
と
す
る
国
際
的
な
デ
ジ
タ
ル

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ア
ワ
ー
ド

で
、
海
外
か
ら
75
カ
国
7
0
2
作

品
、
国
内
か
ら
59
校
2
4
5
作
品

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
、
森
田
さ
ん
が
受
賞
し
た

松
本
俊
夫
賞
は
、
映
像
作
家
と
し

て
先
駆
的
な
映
像
作
品
を
遺
し
た

故
・
松
本
俊
夫
氏
が
評
価
す
る
だ

ろ
う
と
い
う
観
点
か
ら
選
ば
れ
る

賞
だ
。

　
森
田
さ
ん
は
、「
今
回
、
松
本

俊
夫
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
、
受

賞
の
喜
び
を
述
べ
、「
竹
林
教
授

や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
仲
間
、
文
教
大

の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
作
品
制
作

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
イ

メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
映
像
研
究
所

の
み
な
さ
ま
に
も
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
作
品
の
独

自
性
を
高
め
て
自
分
の
表
現
や
世

界
観
を
持
っ
た
映
像
作
家
に
な
れ

る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
、
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
作
品
制
作
を
指
導
し
た
竹
林
教

授
は
「
森
田
さ
ん
の
作
品
は
ア
ー

ト
と
し
て
の
映
像
表
現
に
軸
足
を

お
い
た
実
写
の
コ
マ
撮
り
作
品

で
、
撮
影
に
お
け
る
緻
密
さ
や
膨

大
な
時
間
を
か
け
て
一
コ
マ
ず
つ

撮
影
す
る
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。

森
田
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
、
受
賞
を
称
え
た
。

　
森
田
さ
ん
の
作
品
は
、
シ
ョ
ー

ト
フ
ィ
ル
ム
（
短
編
映
画
）
の
分

野
で
歴
史
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
映
画

祭
「
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
国
際
短

編
映
画
祭
」
へ
の
出
品
も
予
定
し

て
い
る
。
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